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滋賀県身協　No.101　2013 年 6月 30 日

　国においては、障害者権利条約の批准に向けて障害者制度改革が進められており、これまで、障害者基本法の改正や障害者総合支援法の制定が
され、本年4月から障害者総合支援法が施行される。また、障害を理由とする差別の禁止に関する法制度については、障害者政策委員会における調
査検討を終え、本年、法案の国会提出を目指すこととされているところである。一方、県においては、昨年策定された「新・障害者福祉しがプラン」に
より、その基本目標である「地域で暮らし、働き、活動することの実現」を目指して着実な推進が求められるところである。
　こうした中、協会として、国の障害者制度改革の一連の法制度の施行・整備や県の施策の動向を注視して、大きな法制度の変革に的確に対応して
いく必要があります。
　また、「公益財団法人」として2年目を迎え、不特定多数の障害の人々の利益の増進に寄与する公益目的事業を一層展開し、活動をアピールしなが
ら協会の活性化を推進していく必要があります。
　このため、関係機関・団体の連携強化により制度改善要望等の活動や社会参加推進支援活動の一層の推進を図るとともに、会員組織はもちろん
会員組織以外の障害者や団体との交流や連携等の取組みの一層の推進を図り、障害者福祉の理解と関心を深め、地域の活性化を図って参ります。
　また、県立障害者福祉センターの指定管理者として、第2期指定管理期間の中間年を迎え、安全・安心を基本に公平なサービスの提供とサービス
の質の向上に一層努め、基盤強化を図るとともに地域との事業連携を進めて参ります。さらに、新たに、障害のある人が身近な地域でスポーツに取
り組める環境づくりに取り組んで参ります。
　一方で、県や市町の厳しい財政環境の中にあって、協会の事業運営に当たっても経費の削減に心がけるとともに、自主財源の確保を図りつつ効
率的効果的な運営に努めて参ります。
　社会の変化や福祉を取り巻く環境の変化等に対応出来るよう、地域の活性化と組織の強化を図り、障害の有無によって分け隔てられることなく
相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け積極的に取り組んで参ります。

平成25年度　事業計画

1    協会の健全な運営
　公益財団法人として、法制度に基づく法人の運営と財政基盤の確保に取り組むとともに、高齢化と会員減少にある組織に
対し自主的な活動を促進し、障害者福祉の向上と協会の健全な発展に努めてまいります。

2    県立障害者福祉センターの運営と身近な地域でのスポーツの環境づくり
　指定管理者として運営している「県立障害者福祉センター」について、安心・安全を基本に公平なサービスの提供とサービ
スの質の向上に一層努め、基盤強化に努めます。
　また、障害のある人が身近な地域でスポーツに取り組める環境づくりと社会参加の推進に向けて取り組みを行います。

3    関係機関・団体との連携強化
　障害者福祉施策の推進や課題解決に向けて、関係機関・団体との連携を緊密にして相互の協力支援および情報交換の促進
を図るとともに、制度改善要望や政策提言などを積極的に行います。また、福祉関係団体が実施する事業を積極的に周知し、
参加促進を図ります。

4    障害者社会参加推進支援活動の充実
　障害の有無にかかわらず誰もが明るく暮らせる社会づくりに向けて、障害者の自立と社会参加の積極的な推進を図るた
め、「身体・知的・精神」の三障害を包括する障害者社会参加推進センターを中心に、事業活動の一層の充実を図ります。

5    身体障害者相談員の資質向上と活動強化
　障害者の相談に適切に対応するため、各市町長から任命された身体障害者相談員の資質向上のための研修の充実と各地
域の情報の共有を図ります。

6    身体障害者福祉大会の開催と参加
　県の福祉大会の開催や日身連近畿ブロック福祉大会への参加等を通じて、障害者の交流を図るとともに、障害者自らが当面す
る諸問題の解決をめざし、障害者の自立と社会参加の促進等、障害者の福祉の向上に向けて発展するよう推進します。

7    協会青壮年部活動の充実強化
　協会の中核的組織として名称を青壮年部に改め、青壮年部の活動の強化を図り、協会の組織活性化の一環とします。

8    顕彰事業
　身体障害者の更生援護の功労者や自立更生し模範となる者等を表彰するとともに、各種表彰に候補者を推薦します。

9    情報提供活動の充実
　障害者への情報の提供と協会および障害者福祉センター事業の周知のため、広報誌の発行やホームページ等による各種
の情報提供活動を行います。

10  心身障害者扶養共済制度の推進
　身体障害者の扶養共済制度の普及を図るとともに適正な取扱事務を行います。

11  JRジパング倶楽部の事務手続き
　障害者手帳所持者で男性60歳以上、女性55歳以上の方が加入できる「JRジパング倶楽部特別会員制度」への加入促進を
図るとともに、適正な取扱事務を行います。

❖ ❖ Ⅱ  事業計画 ❖

❖ ❖ Ⅰ  基本方針 ❖

　平成25年3月17日（日）に、『平成24年度第4回理事会』および『平成24年度第2回評議員会』を開催し、平成25年度事業
計画案・収支予算案等の審議を行い、全ての議案が原案どおり承認されました。
　事業計画概要は次のとおりです。

※平成25年度県立障害者福祉センター事業計画については、平成24年10月26日（金）に開催した第3回理事会にて承認され、県身協第100号にて事業案内をさせていただいています。
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　平成25年６月７日（金）に『平成25年度第１回理事会』、6月25日（火）に『平成25年度第１回評議員会』を開催し、平成
24年度事業報告案・決算案等の審議を行い、全ての議案が原案どおり承認されました。
　事業報告概要は次のとおりです。

平成24年度　事業報告

1  協会の健全な発展
（1） 法人諸会議の実施
（2） 組織活性化への取り組み
（3） 地域活動への協力支援
（4） 日本身体障害者団体連合会（以下「日身連」という。）や近畿ブ

ロック連絡協議会への参画
（5） 協会自主財源の確保

2  「県立障害者福祉センター」の運営

3  関係機関・団体との連携強化
（1） 国、県等に対する制度・施策・予算等に係る要望活動の実施
（2） 県の関係機関等が主催する委員会等への参画
（3） 福祉関係団体が実施する研修会や講習会等への積極的な参加

4  障害者社会参加推進支援活動の充実
（1） 「滋賀県障害者社会参加推進センター」の強化と活動の充実
 障害者週間啓発（延565人）
（2） 「社会参加促進事業」の実施（５地域）・障害者団体（４団体）

5  身体障害者相談員の資質向上と活動強化
（1） 滋賀県身体障害者相談員研修会の開催
（2） 日身連第14回近畿ブロック身体障害者相談員研修会の開催

8  顕彰事業
（1） （公財）滋賀県身体障害者福祉協会長表彰（23人）
（2） 滋賀県知事表彰受賞（12人）
（3） 日本身体障害者団体連合会長表彰受賞（１人）
（4） 滋賀県障害者スポーツ功労賞受賞（１人）

6  福祉大会及び近畿ブロック福祉大会等の開催、参加
（1） 第62回滋賀県身体障害者福祉大会の開催（米原市　806人）
（2） 第57回日本身体障害者福祉大会（埼玉大会）への参加
 （埼玉県　34人）
（3） 日身連第32回近畿ブロック身体障害者福祉大会の開催
 （大津市　261人（滋賀県内）／574人）

9  情報提供活動の充実
（1） 機関紙「県身協」の発行（年４回、各8,000部）
（2） 機関紙「日身連」の購買支援
（3） ホームページによる各種情報の提供

10  心身障害者扶養共済制度の推進

11  JRジパング倶楽部の事務手続き

12  「県立障害者福祉センター」の管理運営

（1） 利用状況および利用登録状況
ア. 開所日数 282日
イ. 延べ利用者数 74,331人
ウ. 利用者カード発行状況　　（発行件数 151件）
エ. 一時利用者カード発行状況（発行件数　99件）

（2）センター事業

① 行事開催事業
・ 琵琶湖一周に挑戦（通年：参加者数 266人）
・ 日本縦断に挑戦（通年：参加者数 56人）
・ グラウンドゴルフ定例会（11回：参加者数 185人）
・ スポーツ吹矢定例会（12回：参加者数 271人）
・ 将棋と囲碁のつどい（6回：参加者数 86人）
・ 地域文化・スポーツ交流促進事業（2回：参加者数 105人）
・ 映画鑑賞会（2回：参加者数 93人）
・ 第22回夏まつり（参加者数 1,987人）
・ 第29回水泳記録会（参加者数 218人）
・ 障害者週間 感謝のつどいⅠ（参加者数 100人）
・ 障害者週間 感謝のつどいⅡ 文化祭 （参加者数 148人）

② 更生相談事業
・ アドバイスタイム水中歩行（24回：延受講者数 620人）
・ スポーツ医療相談（12回：相談者数 36人）
・ 楽しく笑顔でリハビリ（12回：延受講者数 98人）
・ 体力測定・トレーニングアドバイス（1回：受講者数 25人）

③ 障害者スポーツ指導事業
・ スポーツ教室（159回：受講者数 2,924人）

④ 障害者文化教養向上事業
・ 文化教室（43回：受講者 619人）
⑤ ボランティア養成事業
・ ボランティア実践講座（4回：受講者数 61人）
 ボランティア登録状況（登録者数 89人・協力延人数 304人）
⑥ 広報啓発事業
・ 啓発誌等の作成（年報 200冊・「センターだより」年4回・
利用カレンダー 4,000枚・事業案内ポスター 10,300枚）
・ 最新福祉情報の提供（福祉関係の月刊誌等を配備・ホームペー
ジからの情報発信・県広報、市広報への登載依頼）
・ 事業ごとにアンケートをとるほか、｢お客様アンケート調査｣
を行って、利用者の方々から評価や意見をいただいた。

⑦ 自主事業
・ 滋賀県障害者スポーツ大会にチャレンジ（参加者数 21人）
・ 水泳個別アドバイス（受講者数：549人）
・ 障害者スポーツ体験・指導事業（体験3件：150人、指導事業
28件：1,454人）

⑧ その他
・ 大学からの依頼により実習生を受入れ（5人）
・ 職員の技術・知識の向上を図るため各種研修会等に参加
・ 福祉センターの効率的な運営を図るため運営協議会を開催
・ 苦情処理等に対応するため、第3者委員会を開催
・ 苦情・意見の状況（9件）
・ 施設見学者を受け入れ、講演等を実施し障害者への理解を深
めた（3団体47人）
・ センター登録クラブの登録数（11クラブ）

7  協会青年部活動の充実強化
（1） 交流研修会の実施（草津市　29人）
（2） 関係団体等が実施する事業への参加
（3） 青年部役員会等の開催

Ⅰ  事業の実施状況
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滋賀県身協　No.101　2013 年 6月 30 日

役　　職 役　員　名
部 長 原　　陽一
副 部 長 長谷川綱雄
副 部 長 鈴木　一茂
副 部 長 小辰　一人
事 業 部 長 太田千恵子
女 子 部 長 高野　正子

井之口繁幸
大岡　　剛
河合　進一
岸本　和明
堀井　　晃
大矢　　進
川端まどか
野田　和義
中西　信樹

協会からのお知らせ・報告

　障害者自らが当面する諸問題の解決と更なる福祉の
増進を期して、それぞれの「思い」と「願い」を結集し、そ
れを内外にアピールするとともに、その実現を目指し
て、「第63回滋賀県身体障害者福祉大会」を開催します。
この大会に多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日　時 ： 平成25年11月３日（日）午前10時から

場　所 ： 東近江市立八日市文化芸術会館「ホール」
 （東近江市青葉町1番50号）

主　催 ： 公益財団法人 滋賀県身体障害者福祉協会
 第63回滋賀県身体障害者福祉大会実行委員会

後　援 ： 滋賀県・東近江市・近江八幡市・日野町・竜王町
 （社福）滋賀県社会福祉協議会
 （社福）東近江市社会福祉協議会
 （社福）近江八幡市社会福祉協議会
 （社福）日野町社会福祉協議会
 （社福）竜王町社会福祉協議会

運　営 ： 第63回滋賀県身体障害者福祉大会実行委員会

日　程 ： 式典【知事表彰・会長表彰】
 大会宣言（案）提案、大会決議（案）提案
 講演およびアトラクション（予定）

　平成25年5月28日（火）に、北海道立総合体育センター「北海
きたえーる」で第58回日本身体障害者福祉大会が開催されまし
た。気温の低い日が続いていた前日までとはうって変わって暑
ささえ感じられる中で、遠方にもかかわらず、参加者総数は、約
2,000人で本県からは、４地域から21人の参加がありました。
　当日は、開会宣言、国歌斉唱の後、大会実行委員長、大会会長
のあいさつ、地元北海道知事、札幌市長の歓迎の言葉に続き、
日身連会長表彰などが行われました。会場では、授産施設など
の北海道・札幌観光物産展での販売なども行われました。議事
では、現在の福祉情勢に係る重要事項の協議等について報告
後、加盟団体が一丸となって取り組んでいけるよう大会宣言
と大会決議を採決しました。
　また、今回の式典では、当協会の監事である上田友久氏（東近江
市）が、長年にわたる活動を認められ、
日本身体障害者団体連合会の会長表彰
（身体障害者更生援護功労賞）を受賞さ
れました。心からお祝い申し上げます。
　来年度の大会は、５月に島根県松
江市で開催されます。宍道湖と中海
に挟まれた松江藩・城下町での大会
に多くの皆様のご参加をお待ちして
います。

　今年度から「青年部」を「青壮年部」に改め、新たにスタートすることになりました。幅を広げ、より多くの方に知って
いただき、気軽に参加していただけるよう役員一同取り組んでいく所存です。
　交流会（地域での交流会を含む）や風せんバレーボール関西大会への出場なども予定していますので、お友達やお知
り合いの方々をお誘い合わせのうえ、ご参加いただけるのをお待ちしています！

　今年度の青壮年部交流会を下記のとおり、開催します。
この交流会が、たくさんの人の楽しい出会いの場になる
よう、皆様のお申込みをお待ちしています。

日　時 ： 7月7日（日）10時00分から15時30分まで

場　所 ： 滋賀県立障害者福祉センター会議室およびアリーナ
 （〒525-0072　草津市笠山8丁目5番130号）

内　容 ： 講演会　講師 ： 頼尊恒信氏
　　　　　　　　　 　  （NPO法人 CIL だんない事務局長）
 風せんバレーボール体験

昼 食 代  ： 600円程度（当日徴収します）

申込期間 ： ６月１日（土）から６月30日（日）まで

申 込 先  ： 公財）滋賀県身体障害者福祉協会事務局
 TEL 077-565-4832
 FAX 077-564-7641
 E-mail info@kenshinkyo-shiga.com

受賞された上田友久氏

第63回 滋賀県身体障害者福祉大会

第１回 青壮年部交流会

第58回 日本身体障害者福祉大会
 （北海道・札幌大会）

平成25年度
青壮年部執行部役員名簿

参加者
募集 !!

お知らせ 報　告



5

各地域・団体の活動報告

日　時 ： 平成25年10月18日（金）
場　所 ： 京都府民総合センター「京都テルサ」
 （京都市南区１－２）

　今年度は、お隣の京都市での開催となります。詳細は決まり
次第、改めて連絡いたします。

月　　日 主　　催 行　事　内　容

４月21日（日） 湖南市身体障害者更生会 平成25年度定時総会

４月26日（金） 日野町身体障害者更生会 平成25年度通常総会

４月27日（土） 東近江市身体障害者厚生会 平成25年度定例総会

５月11日（土） NPO法人滋賀県難病連絡協議会 平成25年度第30回定期総会

５月11日（土） 栗東市身体障害者更生会 平成25年度定期総会

５月12日（日）（特非）滋賀県脊髄損傷者協会 平成25年度総会

５月12日（日） 彦根市身体障害者更生会 平成25年度定期総会

５月24日（金） 草津市身体障害者更生会 平成25年度定例総会

５月24日（金） 近江八幡市身体障害者厚生会 平成25年度総会

５月25日（土） 甲賀市身体障害者更生会 平成25年度第9回定期総会

５月26日（日） 公益社団法人滋賀県腎臓病患者福祉協会 平成25年度第3回通常総会

５月26日（日） 特定非営利活動法人草津市心身障害児者連絡協議会
平成25年度第28回
草津市いきいきふれあい大運動会

５月31日（金） 滋賀県視覚障害者福祉協会 平成25年度第1回理事会

　全国身体障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）が主催
する第28回障害者による書道・写真全国コンテストの作品を
募集しています。昨年度、本県からの応募総数は41点で、うち
書道部門で「銀賞１点」、写真部門で「金賞１点」、携帯フォトの
部で１点が入賞され、コンテスト事務局より表彰状と記念品
が贈られています。
◆ 応募資格
① 「身体障害者手帳」「療育手帳」「精神障害者保健福祉手帳」の
いずれかの交付を受けている方。

② 持病による障害のある方。
③ ①または②と同等であると主催者が認めた方。

◆ 募集内容
① 書道部門 題材は自由です。（硬筆・毛筆とも可）
② 写真部門 フリーの部（題材は自由）
  ポートレートの部（人物を題材とした作品が対象）
  携帯フォトの部（携帯電話のカメラ機能を使用）

※ 応募は各部門１人１作品まで（書道と写真双方の応募は可）

◆ 作品サイズ
① 書道部門 半紙サイズ（約33.3cm×24.0cm）
  硬筆はA4サイズ（約21.0cm×29.7cm）
② 写真部門 四ツ切、ワイド四ツ切サイズ
  デジタルカメラ作品の場合はA4サイズ
  （約21.0cm×29.7cm）も可

◆ 応募方法
応募用紙に必要事項を記入の上、作品を添えて下記まで郵送
（宅急便可）、または持参ください。
全国コンテスト事務局への個人での直接応募は審査の対象外
です。

◆ 提出期限 平成25年９月20日（金）

◆ 応募作品の提出先および問い合わせ先
滋賀県立障害者福祉センター
〒525-0072　滋賀県草津市笠山八丁目５番130号

 TEL 077－564－7327
 FAX 077－564－7641

第28回 障害者による書道・写真全国
 コンテスト

お知らせ

わが地域の「がんばり日記」

平成25年5月24日（金）に「平成25年度草津市身体障害者
更生会定例総会」を草津市立障害者福祉センターにおいて
開催しました。会議は、全会員代表評議員制で、評議員総数
68人中66人が出席されました。
　来賓には、橋川渉草津市長と長谷川綱雄県身体障害者福祉
協会々長代理等をお迎えし、功労者として北川吉明氏（志津分
会）と馬場勇利子氏（矢倉分会）に市会長表彰を行いました。

草津市身体障害者更生会
一人ひとりの｢思い｣と「願い」を結集し、ともに生きる社会の実現を！
組織元年スタートへ

訃　　報訃　　報訃　　報
　昭和61年6月から平成5年5月までの長年に亘り滋賀県身体障害
者福祉協会四代目会長として就任いただいていた一圓正導氏が、平成
25年6月1日（土）にご逝去されました。
　多くの会員の方々からの信頼も大変厚く、財団法人への移行にあ
たっては大変ご尽力いただきました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　長年に亘り大津市での業務に当たられ、日本オストミー協会滋賀県
支部の支部長でもあった深田國夫氏が平成25年4月11日（木）にご逝
去されました。
　生前は、滋賀県障害者社会参加推進協議会の委員として運営にご尽
力いただきました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　また、議事は第一号議案から第八号議案までで、新役員（任期
２年）の選任、組織検討委員会の
設置等々、全ての議案が全員賛成
で原案の通り承認されました。
　最後は、4本のスローガンを決
議して、「さあー頑張ろう！！」と
力強く閉会しました。

第33回 日本身体障害者団体連合会
 近畿ブロック福祉大会

第15回 日本身体障害者団体連合会
 近畿ブロック身体障害者相談員研修会

作　品
募集 !!
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滋賀県からのお知らせ
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車いす駐車場等の利用証交付対象者および有効期間

※ 利用証は交付対象者が同乗する場合も使用できます。

区　分 交付要件 申請に必要な書類 有効期間

身
体
障
害
者

視覚障害 4級以上

身体障害者手帳

5年

平衡機能障害 5級以上

肢体不自由 上肢 2級以上

下肢 6級以上

体幹 5級以上

乳幼児期以前の非進行性の脳
病変による運動機能障害

上肢機能 2級以上

移動機能 6級以上

心臓機能障害 4級以上

じん臓機能障害 4級以上

呼吸機能障害 4級以上

ぼうこうまたは直腸の機能障害 4級以上

小腸機能障害 4級以上

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 4級以上

肝機能障害 4級以上

知的障害者 療育手帳の障害の程度欄が「A1」「A2」または「A」の方 療育手帳

精神障害者 障害区分が「1級」の方 精神障害者保健福祉手帳

難病患者 特定疾患医療受給者 特定疾患医療受給者票

要介護高齢者 要介護状態区分が「要介護1～5」の方 介護保険被保険者証

妊産婦 妊娠7箇月（24週）～産後3箇月 母子健康手帳 妊娠7箇月（24週）～生後3箇月

けが人 けが等により一時的に移動の配慮が必要な方 医師の診断書・意見書等
身分証明書

車いす・杖等の使用期間
（1年以内）

その他 上記以外の歩行困難者で、医師の診断書等で駐車場の
利用に配慮が必要と認められる方

医師の診断書・意見書等
身分証明書 必要な期間（1年以内）

事  務  局  日  誌事  務  局  日  誌事  務  局  日  誌事  務  局  日  誌事  務  局  日  誌 平成25年４月～6月平成25年４月～6月平成25年４月～6月平成25年４月～6月平成25年４月～6月

月　　日 会議・行事内容

4月12日（金）
第１回組織活性化事業審査会

第１回三役会

4月17日（水）近畿ブロック連絡協議会　団体長・事務局長会議

5月10日（金）第63回滋賀県身体障害者福祉大会第１回実行委員会

５月12日（日）第１回青壮年部役員会

５月23日（金）第１回組織活性化部会

第２回組織活性化事業審査会

第２回三役会

月　　日 会議・行事内容

５月27日（月）日本身体障害者団体連合会平成25年度第１回定例評議員会

５月31日（金）第１回監事会

６月  ７日（金） 第１回理事会

６月14日（金）第１回滋賀県障害者社会参加推進協議会

６月16日（日）第２回青壮年部役員会

６月22日（土）滋賀県身体障害者相談員研修会（彦根市）

６月25日（火）第１回評議員会

６月29日（土）滋賀県身体障害者相談員研修会（草津市）
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障害者福祉センターコーナー
第 2 3 回 　 夏 ま つ り
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障害者福祉センターコーナー

　季節の素材をいかしたケーキを一緒
につくりませんか？初心者の方や車い
すの方も安心して受講していただけ
ます！！

日　時： 8月10日（土）
 14:00～ 16:30
場　所： 大阪ガスクッキングスクール滋賀
 （草津市西大路町5－34）
対象者： 障害のある人（中学生以上）と

その介助者
定　員： 18人（先着順）
費　用： 受講料は無料
 ただし教材費1,500円が必要

です。
受付期間： 7月2日（火）～7月19日（金）

　どなたでもご自由に参加していただ
けます。映画館では、鑑賞の機会が少な
い障害をお持ちの方や車いすの方も鑑
賞していただけますので、お友達やご
家族をお誘いあわせの上、お越しくだ
さい。

日　時： 8月11日（日）
<1回目>
10：00～ 12：00
「おおかみこどもの雨と雪」
<2回目>
13：30～ 15：00
「トイ・ストーリー」

場　所： 当センター　会議室
対象者： 障害のある人、ない人
参加費： 参加費は無料（当日入場自由）

　現在の体力を測定し、今後の参考に
しませんか？

日　時： 10月23日（水）
 13：30～ 15：30
場　所： 当センター　アリーナ
 （上靴持参）
対象者： 身体障害のある人
 精神障害のある人
定　員： 30人（先着順）
費　用： 受講料は無料
受付期間： 10月1日（火）～10月23日（水）

教　　室　　名 対　　象　　者 教 室 開 始 日 開  催  時  間 開 催 曜 日 定　員

水 泳 教 室（土） 障害のある人（中学生以上）   9 月  7 日 （土）～ 16：30～17：30 隔週土 20人

水 泳 教 室（日） 障害のある人（中学生以上）   9 月  8 日 （日）～ 16：30～17：30 隔週日 20人

チャレンジ教室（軽スポーツ）知的障害者（中学生以上） 10月26日 （土）～ 15：00～16：30 土曜日 30人

健康教室
①身体障害者・精神障害者
②障害者の家族・障害のない人

  9 月 12日 （木）～ 10：00～12：00 木曜日
①20人
②10人

事 業 案 内 ・ 募 集

７ 月 か ら 募 集 開 始 の ス ポ ー ツ 教 室
当センター人気の下記４教室へぜひお申込みください！

※ 教室の受講料は無料です。ただし、スポーツ安全保険料が必要です。

水泳教室 チャレンジ教室 健康教室

教室募集の詳細は、直接センターまでお問い合わせください。

申込期間 ： 7月 2日（火）～7月28日（日）までの開所日・開所時間です。

◆ 体力測定・トレーニングアドバイス◆ 映画鑑賞会◆ ケーキづくり教室

所定の受講申込書と健康調査表に必要事項を記入の上、受付期間中に来所、FAXまたは郵送にて
お申し込みください。（1教室ごとに提出してください。）
なお、受講申込書・健康調査表はホームページにも掲載しています。

申し込み方法：
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障害者福祉センターコーナー

水 泳 記 録 会 　 参 加 者 大 募 集 ! !

「お客様アンケート」調査でのご意見等に対する対応について

　大会への参加に不安のある方は少しの勇気を
出して申込みを！！　また、趣味や健康のために水
泳をしている方、選手として日々練習している
方も日頃の練習の成果を発揮してみませんか。
　障害の有無に関わらず、懸命に泳ぐ姿に毎年自然
に応援の声と拍手がわき起こります。互いを高め合
い、励まし合う温かな当センター自慢の「水泳記録
会」へのご参加をお待ちしています。

日　　時： 11月17日（日）
 9:30～ 16:30

場　　所： 当センター プール

費　　用： 無料

受付期間： 9月1日（日）～
10月6日（日）

　平成24年10月に実施しました「お客様アンケート」調査でいただいたご意見ご指摘に対する対応について報告いたします。
なお、記載以外のご意見等についても順次報告させていただきます。

ご　意　見　等 対　　　　　応

プール更衣室等が暑く、ときどき臭い
プール更衣室トイレの消臭をお願いしたい

今回、臭いの原因と思われる排水管の洗浄とプール更衣室床面
の全面張り替え工事を行いました。今後は、臭い等の確認を行
い、引き続き床面等清掃を励行します。また、暑さについても、
引き続き換気扇および床暖房の調整、天窓の開閉等で対応して
まいります。

トイレが流れにくい 点検のうえ、多目的女子手洗いおよびオストミー対応手洗いの
修繕を行いました。

節電とはいえ、照明が暗いのはやはり気持ちがダウンする 今回、玄関ホールをはじめ、全ての廊下およびプール棟の照明
器具のＬＥＤ化工事を行い、照度は格段に上がっています。
今後も省エネ等の観点から、天候等を踏まえ、安全に配慮しつ
つ適宜調整してまいりますので皆様のご理解とご協力をお願
いします。

冷暖房を強くしてほしい 天候等の状況を踏まえて調節を行っているところですが、個人
によって体感温度が異なることもあり、全ての人に対応するこ
とは難しいところです。ご理解とご協力をお願いします。

車いすの定期点検をしてほしい 月に一度、定期点検を行い安全にご利用いただけるよう努めます。

受付待ちの人が多い時は個人情報が他者に漏れないとは言い
切れない

受付での書類等の記入や血圧測定にあたって個人情報の漏え
いに配慮するため、受付カウンターに仕切りを設置しました。

プールの利用時間に制限がある日のことで電話をした際、受付
が即答できずにかなり待たされた

職員全員が当日の利用状況等について情報の共有を徹底し、対
応するように努めます。

利用者カードの作成に時間がかかる 当施設を安全に利用していただくため、必要な書類に基づいて
利用者カードを作成する必要があります。
カード発行については速やかに行い、お帰りの際にお渡しする
などして、ご不便をおかけしないように努めます。

一般の利用制限時、プールと受付の連携が悪い プールと受付の連絡を密に取り、状況を把握するよう努めます。

利用者の名前を呼び捨てで呼んでいる 一部の教室で、ご本人およびご両親の了承を得て、親しみを込
めて呼ばせていただいていましたが、今後は職員全員が利用者
様に対し、敬称をつけるよう徹底します。

プール監視の際、各所に別れずに固まっていることが多い より良い監視を行うため、利用状況や利用者情報の共有を目的
に集まる事があります。ご理解とご協力をお願いします。

事業・教室の案内がわかりにくい 事業・教室の開催時期・対象者・申込み期間等をまとめた「事業の
ご案内」を作成し、受付にて配布しておりますのご利用ください。
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障害者福祉センターに新しく職員が加わりました!!

　プール更衣室の壁にボディドライヤーを設置しまし
た。プールで濡れた髪の毛や身体を温風で一気に乾か
すことができます。温風吹出
し口奥にセンサーがあり、手
をかざすと温風が約２分間吹
出ます。また、ドライヤーの高
さがハンドルで上下にスライ
ド調節できます。どうぞご利
用ください。

　男女プール更衣室床の全面改
修を行いました。更衣室全体が明
るくなり、臭気についても改善さ
れました。
　土足禁止等、引き続き皆様のご協
力をよろしくお願いいたします。
　また、故障の多かった女子更衣
室内のロッカーにつきましては
全て新しいものと交換しました。

　当センターのラウンジにある
本棚を一新しました。
　高次脳機能障害、脳梗塞やパー
キンソン病に関する書籍や栄養
療法、介護の書籍等約40冊が新
しく加わり、どなたにもご覧いた
だけるようになっています。待ち
時間などございましたら、是非ご
利用ください。

皆様のご利用を職員一同心よりお待ちしております。

リ ニ ュ ー ア ル し た 施 設 を ご 紹 介 し ま す

ス ポ ー ツ 医 療 相 談 の 医 師 変 更 の お 知 ら せ

プール更衣室にボディドライヤーを
設置しました！

男女プール更衣室の床を
改修しました！

ラウンジ図書を充実
しました！

　当センター開所の平成2年からスポーツ医療相談の嘱託医
師としてお世話になった北村博之先生が、平成25年3月末で
退任されました。

　北村先生には、22年間で延べ
832人もの利用者一人一人に合っ
たアドバイスを続けていただきまし
た。その中で、私達職員も教えていた
だくことも数多くありました。本当
にありがとうございました。

　その北村先生に替わり、平成25年4月から、市立長浜病院名
誉院長の琴浦良彦先生に当事業を引き継いでいただくことに
なりました。
　大変穏やかな雰囲気の中で、熱意を
持って相談にかかわっていただいてい
ますので、初めて当センターを利用さ
れる方、一度も医療相談を受けたこと
がない方、運動方法について聞きたい
方は、ぜひ医療相談をご利用ください。

中西彩香
　4月から事務職員として働かせて
いただいていますが、利用者の方々
の笑顔は私の励みです。より笑顔で
ご利用いただけるよう、頑張りま
す。よろしくお願いします。

笑顔あふれるセンターに

澤田聖子
　私はスポーツが好きで、マスター
ズ水泳に挑戦して今年で五年目に
なります。選手・指導員としてまだ
まだ勉強中ですが、たくさんの笑顔
に出会えるように頑張ります。

一歩一歩

岸本真理子
　小さい頃からバレーボールをし
てきた経験を活かし、皆様とさまざ
まなスポーツを楽しめたらと思い
ます。また笑顔と元気をお届けでき
るよう精一杯頑張ります。

はじめまして！

山本敬三
　もともと保健体育の教師で、退職
後は、県立体育館・武道館管理セン
ターでスポーツ振興に関わってき
ました。いま障害者スポーツ普及・
振興事業を楽しみにしています。

障害福祉とスポーツの強い絆を

山本佳奈
　4月から働かせていただいており
ます。まだまだ勉強不足ですが、「笑
顔と信頼」をモットーに頑張ってい
きたいと思います。よろしくお願い
します。

笑顔と信頼 退　職　者　氏　名

契 約 職 員 ： 中野　雄翠 （平成25年2月28日退職）

契 約 職 員 ： 小泉　忠彦 （平成25年3月31日退職）

臨 時 職 員 ： 山本　直美 （平成25年3月31日退職）

北村医師 琴浦医師
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毎週金曜日はノーマイカーデーです！
ワンコインエコパス（※）を使って週に一度はエコ通勤を！
※毎週金曜日に１乗車100円で「バス：県内全域/鉄道：近
　江鉄道全域」が利用できる証明書です。詳しくは滋賀県
　交通政策課ホームページをご覧ください。
びわこ京阪奈線（仮称）鉄道建設期成同盟会・琵琶湖横断エコ交通推進協議会

次号（第102号、10月1日発行）に
伴う原稿締切日は8月18日（日）
とさせていただきますので、よろ
しくお願いします。

原
稿募集

印刷：社会福祉法人 いしづみ会　指定障害者サービス事業所 いしづみ

次の①～⑤のヒントを参考にして□の中の故事・ことわざをうめてください。最後に（A）～（E）の文字を順番に並べたものが答えとなります。

□□ ヒント □□

＊前回のクイズの当選者（応募総数：31通）
　・山本　重夫 様（高島市）
　・市岡みき子 様（日野町）
　・越川　弘彦 様（彦根市）

①油を売る（あぶらをうる）
②断腸の思い（だんちょうのおもい）
③虫の居所が悪い（むしのいどころがわるい）
④千載一遇（せんざいいちぐう）
⑤足元を見る（あしもとをみる）

ご応募頂いた個人情報については、個人情報保護関係法令を遵守し、クイズ
コーナーの事務にのみ使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

《応募方法》
ハガキに住所、氏名、電話番号、クイズの答え、広報誌に対するご感想等
をご記入の上、下記までご応募ください。正解者の中から、3人の方に、
記念品をお送りします。なお、応募の締め切りは、8月末日までの消印
のあるものを有効とさせていただきます。
〒525-0072　草津市笠山八丁目5番130号
（公財）滋賀県身体障害者福祉協会　県身協クイズの係　まで

①素手でも強い鬼に金棒を持たせることから、強いもの
がよい条件を得て更に強くなること、よい状態に更に
よい状態が加わって理想的な状況になるたとえ。

②虎の住む穴に入る危険を冒さなければ虎の子を捕獲
することができない意から、冒険をしなければ大き
なことは達成できないことのたとえ。

③子を思う親の深い情愛の心も知らないで、子は勝手
な振る舞いをするものだということ。

④慈悲深く穏やかな仏さんでも、顔を三度なでられる
とおこりだすということで、どんなにおとなしい人
でも、度重なる侮辱には腹をたてるというたとえ。

⑤善いおこないは世に知られにくいが、悪い評判や行
いはすぐに世間に知れわたるということ。

ク イ ズ コ ー ナ ー

①
②
③
④
⑤

お に か （A）

こ つ い ら （B） こ じ

（C） の ろ し

ほ と か お さ （D）

あ せ ん（E） い

　七夕の短冊にお願いごとをしたのがなつかしい季節となりました。
　世間ではアベノミクス効果で景気回復の兆しがあるようにいわれていますが、皆様のところではいかがでしょうか。私に
はまだ実感がありませんが、その恩恵に預れるのを気長に待ちたいと思うこの頃です。
　さて、「滋賀県身協」（第101号）ができあがりましたのでお届けします。
　「公益財団法人」として初めての平成24年度の事業報告・決算および平成25年度の事業計画・予算についても理事会・評議
員会で承認をいただくことができました。地域や団体の皆様のご支援・ご協力をいただきながら、少しでも皆様のニーズを
把握して、各種事業に繫げていけるよう努力してまいりますので、今後もどうぞよろしくお願いいたします。
　次号（第102号）の広報誌は、10月１日に発行します。県立障害者福祉センター最大行事である「夏まつり」の報告等、盛
りだくさんの内容をお届けする予定です。
また、節電の厳しい夏となりそうですが、熱中症にはくれぐれも気をつけてお過ごしください。

（編集子）

● 協力会員として皆様と行事に参加させてもらって楽しませてもらっていま
す。大きな声を出して笑ったり、応援したり、歌ったり、食べたりで集うこと
の気持ちのふれあいをいただいています。（日野町・女性）

● 地域で頑張っていらっしゃることを読み、少しでもごみ拾い、道路の美化な
ど、ちいさなことから始めたいと思っております。（長浜市・男性）

● 誌面が読みづらいので、イラストを入れたりバランスを考慮すれば、読み
やすくなるのではないでしょうか。（東近江市・女性）

● 福祉協会の年表を見て、２０年以上に及ぶ協会の歩みを知ることができま
した。（彦根市・男性）
● 今年で96歳になります。寝たきりですが、食事もおいしくいただいていま
す。デイサービスに行くのを楽しみにしています。（東近江市・女性）

● 琵琶湖一周に挑戦・・一周だけでも大変そうなのに、皆さん何周もされて
いるのですね。こつこつ積み重ねる事が大切ですね。（豊郷町・女性）

読者からの声！

＊前回のクイズの答え　→　ランドセル


